
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
六
十
三
回
）

旅
人
の
「

故
郷

ふ
る
さ
と

を
思
ふ
歌
・
二
首
」

１
）
我わ

が
盛さ

か

り

い
た
く
降く

た

ち
ぬ

雲
に
飛
ぶ

薬
く
す
り

食は

む
と
も

ま
た
を
ち
め
や
も

 
 
 
 
 
 

巻
五
―
八
四
七

（
解
説
）
私
の
盛
り
の
時
は
過
ぎ
。
す
っ
か
り
衰
え
て
し
ま
っ
た
。
不
老
長
寿
と
い

わ
れ
る
薬
を
飲
ん
だ
と
こ
ろ
で
若
返
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
に
。

・「
い
た
く
く
た
ち
ぬ
」
は
「
長
年
月
が
た
っ
た
」

・「
雲
に
飛
ぶ
薬
」
と
は
中
国
の
故
事
「
不
老
長
寿
の
薬
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

・「
を
ち
め
」
と
は
「
若
返
る
」
の
意
。

２
）
雲
に
飛
ぶ

薬
く
す
り

食は

む
よ
は

都
み
や
こ

見
ば

い
や
し
き
我あ

が
身み



ま
た
を
ち
ぬ
べ
し

巻
五
―
八
四
八

（
解
説
）
不
老
長
寿
の
薬
を
飲
む
よ
り
は
ひ
と
目
、
奈
良
の
都
を
見
ら
れ
た
ら
若
返
る

だ
ろ
う
。

（
写
生
地
）
旅
人
に
「
都
」
と
詠
わ
れ
た
奈
良
の
平
城
宮
〈
和
銅
三
（
７
１
０
）
年
、

藤
原
京
か
ら
遷
都
〉
跡
と
背
景
に
奈
良
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
、
奈
良
公
園
の
東
端
に

位
置
し
山
焼
で
有
名
な
若
草
山
と
麓
に
は
東
大
寺
を
描
く
。（
杏

花
）

・「
平
城
京
跡
所
在
地
」
奈
良
県
奈
良
市
二
条
大
路
南
三
丁
目



・
天
平
二
（
７
３
０
）
年
、
正
月
十
三
日
（
太
陽
暦
で
は
二
月
八
日
）
に
当
時
、
九
州
・

壱
岐
・
対
馬
を
治
め
。
外
交
・
国
防
の
た
め
に
置
か
れ
た
大
宰
府
の
帥そ

ち

（
長
官
）
だ
っ

た
大
伴
旅
人
の
邸
宅
で
管
下
の
国
司

こ

く

し

や
高
官
を
招
い
て
宴
が
開
か
れ
た
そ
の
時
に
出

席
し
た
者
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
梅
」
を
題
材
に
し
て
歌
を
詠
み
あ
っ
た
。
大
伴
旅
人

も
主
人
名
で
詠
ん
だ
次
の
歌
が
あ
る
。

我
が
園
に

梅
の
花
散
る

ひ
さ
か
た
の

天
よ
り
雪
の

流
れ
来
る
か
も

巻
五
―
八
二
二

作
者
：
主
人
（
大
伴
旅
人
）

（
解
説
）
こ
の
我
ら
の
集
う
わ
が
園
に
梅
の
花
が
舞
い
散
る
。
そ
れ
と
も
天
か
ら
雪
が

流
れ
落
ち
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
―
な
ど
の
三
十
二
首
（
巻
５
―
８
１
５
～
８
４

６
）
の
「
梅
花
の
歌
」
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

・
万
葉
集
に
は
こ
の
三
十
二
首
の
歌
群
に
続
い
て
本
歌
の
題
材
「
梅
」
と
直
接
関
係
の

な
い
枠
外
で
作
者
は
大
伴
旅
人
と
の
説
の
あ
る
冒
頭
の
歌
（
１
）、（
２
）
の
歌
題
・
員

外
「
故
郷
を
思
う
歌
二
首
」
が
あ
る
。

・
こ
の
二
首
は
旅
人
邸
宅
の
梅
園
で
一
同
そ
ろ
っ
て
春
正
月
の
宴
会
を
催
し
て
い
る
最

中
に
旅
人
が
そ
れ
に
誘
発
さ
れ
て
故
郷
、
奈
良
が
恋
し
く
な
っ
た
故
の
作
歌
で
な
か
ろ

う
か
と
の
説
が
あ
る

・
大
伴
旅
人
が
大
宰
府
の
帥
（
長
官
）
に
赴
任
し
た
の
は
、
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
も

し
く
は
五
年
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
大
宰
府
は
当
時
の
都
・
奈
良
（
平
城
京
）
か
ら



は
陸
路
で
は
十
四
日
、
海
路
で
は
三
十
日
を
要
す
る
遠
い
地
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

「
遠と

お

の
朝
廷

み

か

ど

」
と
も
称
せ
ら
れ
た
。

・
大
伴
旅
人
が
大
宰
府
に
赴
任
し
た
際
に
部
下
と
交
わ
し
た
贈
答
歌
で
大
宰
府
帥
と
し

て
の
務
め
を
立
派
に
果
た
そ
う
と
す
る
気
概
が
感
じ
と
ら
れ
る
次
の
歌
が
あ
る
。

・
や
す
み
し
し

わ
が
大
君
の

食を

す
国

は
大
和

や

ま

と

も

こ
こ
も
同
じ
と
ぞ
思
う
ふ

 
 
 
 

巻
六
―
九
五
六

（
解
説
）
わ
が
天
皇
の
治
め
て
を
ら
れ
る
国
は
、
大
和
で
も
、
こ
の
筑
紫
で
も
同
じ
で

あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

・
し
か
し
赴
任
地
は
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
鄙ひ

な

び
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
す
で
に
六
十
歳

代
半
ば
の
老
境
で
、
生
き
て
帰
京
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
と
思
う
旅
人
に
、
さ
ら
に

赴
任
し
て
、
ほ
ど
な
く
し
て
同
伴
し
た
愛
妻
と
病
死
し
た
こ
と
な
ど
の
不
幸
が
重
な

る
こ
と
か
ら
、
都
を
恋
い
焦
が
れ
た
ら
し
く
万
葉
集
に
は
、
こ
の
二
首
（
巻
５
―
８

４
７
、
８
４
８
）
の
歌
以
外
に
数
首
の
望
郷
の
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。

・
筑
紫
の
大
宰
府
政
庁
（
都
府
楼
と
も
呼
ば
れ
た
）
跡
は
博
多
湾
か
ら
約
１
５
ｋ
ｍ
南

内
陸
部
（
現
・
福
岡
県
太
宰
府
市
観
世
音
寺
）
に
位
置
し
現
在
、
記
念
公
園
と
し
て

整
備
保
存
さ
れ
て
い
る
。
大
宰
帥
・
大
伴
旅
人
の
邸
宅
は
大
宰
府
政
庁
の
北
西
に
隣

接
す
る
坂
本
八
幡
社
付
近
に
あ
っ
た
と
の
説
が
あ
る
。



（
写
生
地
）
大
宰
帥
・
大
伴
旅
人
邸
が
あ
っ
た
と
の
説
が
あ
る
八
幡
社
（
福
岡
県
太
宰

府
市
坂
本
）
一
帯
を
描
く
。

（
杏

花
）

（
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他


